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研究成果の概要（和文）：本研究では、養護教諭に専門的実践力を養成段階で確かに育成するための新科目「養
護学」の構築を目指して、養護教諭の見えにくい教育実践を可視化する方法と、養護学を創り出す内容構成のあ
り方について検討した。
教科内容学における教育内容構成のアプローチ方法を基礎として、養護教諭の教育実践を捉えるための理論と方
法を検証した。また、養護教諭を成り立たせている学問領域と子供の認知的活動をすり合わせることで、新たな
教育内容を再構成する力を養成段階から育成することの重要性を示唆した。

研究成果の概要（英文）：In this research, we aim to build a new subject " Yogo science" to nurture 
professional practical skills at the stage of training at school Yogo teachers, aiming at the 
construction of a Yogo teacher education, a method of visualizing educational practices which are 
difficult to see and a method of Yogo practice We examined  content composition.
We examined the theory and method to capture the teaching practice of school Yogo teachers based on 
the method of approach of composition of educational content in subject content studies. We also 
suggested the importance of training the ability to reconstitute new educational content from the 
training stage by matching the cognitive activities of the academic area that has established the 
Yogo teachers with the child.

研究分野：教育方法　教育工学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

 

 近年、教員養成段階における実践的指導力
の育成が必要不可欠となっている 1）。養護教
諭養成においても、カリキュラムの編成や科
目の位置づけ、内容のあり方の再検討が急務
の課題となっている 2）。また、養護教諭は、学
校保健活動推進の中核的役割として高度な専
門的知識と技術を備えた人材として重要視さ
れているが、学校での養護教諭の立場は未だ
不明瞭であり、その専門性とアイデンティテ
ィの確立が急がれている。 

 養護教諭の職務を遂行するためには、看護
学や医学、栄養学、免疫学等といった様々な
学問を身につけておく必要があり、特に看護
能力は、保健室に来室する子供への的確な対
応や健康課題の解決にむけたアセスメントに
おいて重要なスキルといえる。看護に関する
科目は、座学だけでなく演習科目も充実して
おり、養成段階における看護に必要な知識・
技術の向上のための学習時間はカリキュラム
上多くなっている。しかし、今日子供の健康
課題は多様化し、問題解決のためのアプロー
チが複雑で困難な場面が増えており、これま
での看護能力を中心とした養護教諭の専門性
だけでは対処できない状況になっている。ま
た、教育職員免許法に定められた科目の中に、
養護教諭の専門性を中心的に支える学問とし
て体系化された科目は存在しておらず、養護
教諭のアイデンティティ確立のための養成教
育のあり方を揺るがす事態となっている。養
護教諭の専門的実践力を養成段階で確かに育
成するための新科目「養護学」の構築が、今ま
さに求められている 3）。 

 

２．研究の目的 

 

本研究では、保健室の教育活動を調査し、
養護教諭による教育実践を構成する要素とそ
の関係性を可視化することで、養護教諭の専
門性を創り出すための内容とそれを活用する
柔軟な実践力を養う方法について整理する。
これが「養護学」の基礎となる。 

 

３．研究の方法 

 

養護教諭の教育実践は、教科教育の教育実
践と比べると可視化しにくい性質にあり、学
問領域の知見を体系化した教育内容を学ぶだ
けでは、新たな時代に即した養護教諭に求め
られる実践力を育成するには十分とはいえな
い。そのため、養護教諭の教育実践を創り出
している要素とその構造を捉え直し、養護教
諭養成教育における内容構成を再検討する必
要がある。 
 そこで、教員養成における新たな学問体系
の構築を目指す教科内容学の知見を基礎にし
て、養護教諭の教育実践を捉え直す方法を探
り、養護学を創り出す内容構成のあり方につ
いて検討した。 

４．研究成果 
 
（1）教育実践を軸にした教員養成のあり方 
 教育実践を中心に据えた教員養成のあり方
として、(ⅰ)モデル・コア・カリキュラム 4）

と(ⅱ)教科内容学 5）の２つのアプローチが教
員養成系大学において成果を挙げている。 
 (ⅰ)は、教職免許法で定められた科目全体
のカリキュラム構成を見直し、「教科に関する
科目」と「教職に関する科目」を統合する手立
てとして、コア領域に“教育実践”を位置づけ
ている。一方、(ⅱ)は(ⅰ)とは異なり、「教科
に関する科目」を構成している教科専門と教
科教育のあり方に着目し、これらを結ぶ学問
として教科内容学を据えているが、教科専門
と教科教育を“教育実践”から捉え直して教
科内容を構築している点において共通してい
る。 
 養護教諭養成においても、養護教諭の“教
育実践”に軸を置いたカリキュラムの検討が
進められており、養護教諭養成教育モデル・
コア・カリキュラムや養護学の検討に注力さ
れている 6）。現状では、養護教諭養成における
カリキュラム改革はまだ成果を挙げる段階に
至っているとはいえないが、重要なのは教育
実践を軸にその構築を試みていることである。
これは、前述の(ⅰ) (ⅱ)と同様であり、養護
教諭養成においても軸とするべき教育実践を
いかに捉えるかがポイントとなる。 
 しかし、教科の教育実践とは異なり、養護
教諭の教育実践は多様かつ目的意識的である
ため、混沌とした複雑で多様な子供の問題を
即座に読み取り臨機応変に解決せざるを得な
い場面が多数をしめており、その実践を体系
的に捉えにくい状況にある。 
 そこで本研究では、(ⅱ)教科内容学におけ
る教育実践の捉え方やそのアプローチ方法を
基礎として、養護教諭の教育実践を新しく整
理し直す方法を検討した。 
 
（2）教育内容を教育実践から捉え直す教科 

内容学のアプローチ 
教科内容学における教育内容構成のステッ

プは、①教育実践の場面を検討して列挙する、
②対象となる教育実践の場面を選択する、③
子供と内容の出会いを認知的に捉える、の３
つにまとめることができる 5） 。教科の教育内
容を構成することを目的とする場合、①で対
象となる全ての教育実践場面を列挙する。②
では、列挙した場面の中から学習指導場面を
選択する。そして③で学習指導場面における
子供と内容の出会いを認知的に捉えることで、
新しい教育内容の構成を試みることになる。 
これら①～③のステップを養護教諭の教育

実践の場面に置き換えてみる。まず①で養護
教諭の教育実践の場面を列挙する。この場合、
学校の教育目標や学校保健・学校安全のねら
い、救急処置、健康相談、保健管理、保健教育、
保健室経営等が対象となる。次に、②で養護



教諭の教育実践場面を選択することになるが、
本研究では目的意識的実践をターゲットにし
ているため、①からそれに該当する教育実践
場面を選択することになる。③では、②で選
択した場面における“子供”と“子供が学ぶ
べき内容”の認知的出会いを検討することで、
養護教諭養成に求められる教育内容の新しい
あり方を探ることが可能になる。 

保健室には、用意された枠組みで解決でき
るような画一的方法論では通用しない問題を
抱える子供が訪れる場合が少なくない。また、
養護教諭の教育実践は、教科のように系統的
に整理され配列された教育内容が用意されて
いないため、臨機応変に子供を理解して必要
な内容を明確にし、その内容と子供との認知
的な出会いを即座に分析して媒介物の創出ま
でこなさなければならず、高度な実践力が求
められることになる（図１）。つまり、この内
容の創出は、養護教諭の背景にある専門学問
によって捉えられるものであり、来室する子
供の問題を理解することができるのも養護教
諭の高い専門性によるものである。そのため、
養護教諭の教育実践で求められる教育内容を
捉え直し、養護教諭を成り立たせている学問
領域とすり合わせることで、子供の認知に即
して新たな教育内容を再構成する力を養成段
階から育成する必要がある。 

 
（3）子供の認知的活動と内容構成 

子供の世界と内容がどう結びついているか
を読み解くための手がかりとして、認知的活
動の連続性とプロセスに着目したスキーマ理
論が有効になると考える。課題の発生から解
決に至るまでには、スキーマレベルとメタ認
知レベルの往復が必要不可欠となる。これを
支えているのが、認知的活動としての見方・
考え方である。 

図 2 に示すように、①見方によって、課題
に対して適切だと思われるスキーマを探して
属性値を当てはめ、どの適合性を評価したり
調整を行う。そして、評価結果が適切ならば、
解決に向かうための計画や方略が練られ、④
考え方によって解決へと向かう。このような
課題解決のプロセスにおいては、子供は自分
の世界と課題をスキーマによって結びつける
という認知的活動が生じ、ここに新たな内容
が構成されることになる 7)。 

2017年に告示された学習指導要領において、
見方・考え方は深い学びを支えるキーワード
となっている。小学校体育科第 3 学年及び第
4 学年 G保健『健康な生活』で取り扱う内容を
見方・考え方の視点で捉えると、図 3 のよう
になる。子供は、健康な生活についての原則・
概念をつかむことができるようになると、獲
得した見方を活用しながら 1 日の生活の仕方
を振り返ったり実践したりすることによって、
健康に良い生活を続けるためにどうすればよ
いかを考えることができるようになる。 
このように、子供の認知的活動に即して見

方・考え方を働かせることができるようにな
るために、相互作用時の媒介物となる内容を
どのように創り出すのかが教師の専門性にか
かっている。 

 
（4）創造的問題解決における見方・考え方 
答えが固定しているような学習では、スキ

ーマを再構成する力はつきにくい。例えば、
用意しておいた見方・考え方スキーマを教え
込ませてそれを他の事例にあてはめたり、パ
ターン化された公式のような枠組みで問題解
決した経験を積ませるような方法は、見方を
形成するための力はつかない。なぜなら、見
方を形成するためには、多様性が求められる
創造的問題解決が発生するような場での学習
が起こらなければならないからである 8）。図 4
に示すように、見方を構成している要素を選
び出したり、要素と要素の関係性から意味を
見出すような試行錯誤的活動を幾度も繰り返
し、なぜそういう見方をしたいのか、しなけ
ればならないのか、する意味があるのかとい
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図 3 小学校体育科 G保健 『健康な生活』で 

     取り扱う内容における見方・考え方スキーマ 

図 2 スキーマとメタ認知(正司 2009) 

図 1 養護教諭の教育実践における目的意識的場面 



うことを子供自身がしっかりと認識すること
が、考え方を育成することへとつながること
になる。鈴木（2004）が指摘するように“切り
替える”方式には限界があり、そもそも適応
するスキーマを持っていない場合は、問題を
解決することが困難になってしまう 9）。その
場合は、類推(アナロジー)によるスキーマの
再構成が必要になる。 

保健室に訪れる子供の抱える問題は多様で
あり、複雑な要因が重なり合っていることも
多く、問題の解決が困難な場面が少なくない。
そのため、子供が属性を自ら構成できるよう
な見方と、他者との相互作用や類推によって
スキーマを再構成することを可能にする考え
方を身につけることが求められる。 

 
（5）養護学を創り出す科目内容構成 

子供の育ちや学びを保障するために、養護
教諭は、子供が対面する問題やそれを取り巻
く世界、そして解決に至るまでのプロセスに
立ち会うことになる。日々の継続的な観察や
記録、教育的な関わり、専門性などによって
新たな内容を見定めて、相互作用時の媒介物
を創り出さなければならない。 

子供は、これまで培ってきた知識や経験を
精一杯活用しながら、仲間や教師、保護者を
頼りにして問題に潜む課題を一つひとつクリ
アしていく。ここで立ち現れる課題は、様々
な内容で構成されている。その内容が子供の
世界とどのようにつながるのかを見極め、豊
かな経験の積み重ねを支援したり多様な環
境・場を創り出すことが養護教諭の役割とな
る。そこで、教育的役割を担う高い専門性を
備える必要があり、その軸となる学問として
の養護学の構築が重要になる。 

 
（6）養護教諭の教育実践構造可視化システ 

ムの開発 
養護教諭を支える学問は多岐にわたってお

り膨大であるが、養護教諭が活用しやすいも
のとして体系化されておらず、養護教諭の経
験値によって予定調和的に組み合わせて実践
している現状がある。また、前述のように、保
健室に来室する子供の抱える問題は、教科で
扱う内容とは異なり、系統的に整理され配列
された内容である場合が少ないため、養護教
諭は高度な専門性が必要になる。このような
養護教諭の高度な実践力を育成する核となる
養護学の構築を目指して、養護教諭の見えに
くい教育実践を可視化するためのシステムを
FileMaker で開発を行った。 

データベース化する情報は、以下の３点であ
る。 
①養護教諭を支える諸学問の体系化された 
内容 

②養護教諭が対面する多様な実践場面で扱 
う内容 

③②の場面における子供の既習内容や生活 
経験 

①②と③を関連付けることによって、子供の
世界と学問の世界を結びつける④新たな内容
を創り出すことができる。この④を探るため
の足場がけとなるのが本システムの特徴であ
る。②と③の部分は、養護教諭の実践場面で
起こることであり、この記録は、養護教諭に
よって逐次入力を行いやすいようにした。 
これら蓄積したデータは、次の手順でシス

テム運用を図ることとした。まず、前述の
①②③の情報をもとに、養護教諭の教育実践
をリスト化する。次に、リストされた教育実
践の中から１つの場面を選択すると、選択場
面に関連する①と②が要素として浮上するこ
とになる。さらに、①②に関連づけられた③
と考えられる要素が顕在化することで、来室
した子供が抱える問題に対して、学ぶべき内
容と子供の背景を結びつけて新たな内容を創
り出すことが可能になる。この時、養護教諭
を支える学問や実践経験といった専門性が媒
介物の精度をより高めることになるのであり、
本システムが最終的な判断を行うわけではな
い。ここが、養護教諭を支える学問領域の軸
となる養護学を創り出す科目内容構成として
重要になることが明らかになった。  
 
３年間を通じて、養護教諭の教育実践を創

り出す要素とその構造について検討した。教
科内容学や学習科学の視点から、養護教諭の
教育実践場面における内容構成を捉え直し、
子供の認知に即して新たな内容を再構成する
力を養成段階から育成するため、科目内容構
成の理論化を目指してきた。養護教諭の専門
性を支える学問領域の軸となる養護学の構築
は急務の課題であり、その方法論を示すこと
ができた。今後も養護教諭の専門性を支える
学問の構想に向けて本成果を進展させ、養護
学の発展に寄与していきたい。 
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